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「ベキダ」と「ナケレバナラナイ」は現代日本語の当為表現として知られている。「ベキ

ダ」と「ナケレバナラナイ」を中国語に翻訳する場合、それに対応して使われる中国語表

現は主に「应该」と「必须」である。この四表現はお互い関連性を持ち、日本語学習者に

対しても間違いやすい表現である。本研究は、中国人学習者の誤用に関する四表現を研究

対象とし、日本語の「ベキダ」「ナケレバナラナイ」に注目し、対照的な観点から中国語の

「应该」「必须」との用法の異同を解明しようとするものである。 

 

 益岡(2007)は、事態の望ましさを表すことから、「ベキダ」、「ナケレバナラナイ」などの

助動詞を「価値判断のモダリティ」と呼び、三つのタイプに分けている。劉(1996)は「应

该」について、二つの意味用法があると述べている。荒川(2003)は意味と統語的機能によっ

て、中国語の助動詞を 4グループに分類し、「应该」はその中の「当為・必要」グループと

「可能性・蓋然性」グループに属し、「必须」は「当為・必要」グループに属していると記

述している。 

 

本研究は北京日本学研究センター(2003)『中日対訳コーパス （第１版）』を資料とすま

す。コーパスに収録された各作品の日本語原文と中国語訳、中国語原文と日本語訳の両方

から分析を行う。まず、「ベキダ」「ナケレバナラナイ」「应该」「必须」に限定することな

く、当為表現全体のデータを採集し、中国語の方は荒川(2003）に基づき、日本語の方は益

岡(2007)に基づいて分類し、当為表現の使用実態を把握する。次に、日本語の「ベキダ」「ナ

ケレバナラナイ」と中国語の「应该」「必须」だけに注目し、実例を一つ一つ見ていく。 

 

集計したデータを見ると、日本語原文のほうは、「ナケレバナラナイ」と「ベキダ」を使

用する比率が高いということが分かる。それに対して、中国語原文のほうは「要」「应该」

「必须」の順に使用率が高くなっており、これら 3 語で全体の 80％を占めている。中国語

の「应该」は「当為・必要」を表す「应该Ⅰ」と「可能性・蓋然性」を表す「应该Ⅱ」が

あるが、「ベキダ」「ナケレバナラナイ」と対応しているのはほぼ「应该Ⅰ」のほうである。

また、「ベキダ」の中国語訳は「应该」に、「ナケレバナラナイ」の中国語訳は「必须」に

集中している。 

 

 次は調査結果に基づき、当為表現の「ベキダ」「ナケレバナラナイ」と「应该」「必须」

との関連性を考察する。四表現の関連性を解明するため、人称、連体修飾、事態の実現と

未実現などの観点から具体例を取り上げ、分析を行う。 

 

「ベキダ」・「应该」の関連性はこのようにまとめることができる：①両者とも 1 人称の

使用が多く、主に独言や心理活動の場面で使われます；2人称と 3人称の場合、上位者相手

のときは使用を避けることが多い；②「ベキダ」には連体形の「ベキ(Ｎ)」の使用が多い

 
 



が、「应该」は連体修飾節として使われることが少ない。これは、日本語はプロトタイプの

名詞修飾と非プロトタイプの名詞修飾の両方とも使用できるが、中国語はプロトタイプの

名詞修飾に傾くという日中両言語の構造上の違いから生じたものだと思われる；③表す事

態の実現と未実現について、両者が類似点を持っており、未実現の事態を表現しやすいと

思われる。 

 

「ナケレバナラナイ」・「必须」の関連性についても三点にまとめることができる：①人称

については、1人称と 3人称の使用が多く、2人称での使用が少ないと見られる。両者とも

義務性を含める表現であり、他人に対するより、自分に対して使いやすいと思われる；②

前節の「ベキダ」、「应该」と同様、日本語原文での連体修飾の「ナケレバナラナイ(Ｎ)」

は連体修飾の「必须(Ｎ)」との対応件数は少なく、中国語原文でわずか 8件の「必须(Ｎ)」

の例文が例外なく全部「ナケレバナラナイ(Ｎ)」と対応している；③両者とも実現・未実

現の事態を表すことができるが、データの件数から見ると、未実現の事態を表しやすいと

思われる。 

  

そのほか、「ベキダ」・「必须」、「ナケレバナラナイ」・「应该」の関連性についても考察し

た。結果として、以下のようなことが挙げられる。指示性、命令性の強い「必须」が日本

語の「ベキダ」に訳されますと、「ベキダ」もその影響で指示性が強調される。一方、「必

须」より指示性、命令性の弱い「应该」が日本語の「ナケレバナラナイ」に訳される場合、

「ナケレバナラナイ」の指示性、命令性を弱めることがある。 
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